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建
築
家
元
田
稔
と
教
会
建
築

1
人
物
像
と
遺
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作
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に
つ
い
て
i
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マ
　

　
本
研
究
は
、
大
正
時
代
か
ら
昭
和
六
十
二
年
ま
で
の
半
世
紀
に

渡
っ
て
、
関
東
・
関
西
で
建
築
活
動
を
展
開
し
た
キ
リ
ス
ト
教
信

者
で
あ
り
建
築
家
で
も
あ
っ
た
「
故
元
田
稔
」
に
つ
い
て
、
そ
の

生
涯
に
手
懸
け
た
建
築
作
晶
の
中
で
、
五
十
数
棟
と
い
う
多
く
の

教
会
建
築
に
関
与
し
た
活
動
経
過
に
注
目
し
て
、
そ
の
設
計
手
法

と
人
物
像
に
つ
い
て
考
察
す
る
事
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
研
究
方
法
と
し
て
は
、
膨
大
な
る
遺
品
の
中
か
ち
教
会
建
築
作

品
を
対
象
と
し
て
、
設
計
図
書
ま
た
設
計
活
動
関
係
資
料
の
整
理

分
類
に
よ
り
、
各
作
品
で
の
設
計
内
容
を
明
ら
か
に
し
、
ま
た
元

田
自
身
の
伝
道
活
動
と
し
て
の
取
り
組
み
姿
勢
に
つ
い
て
も
着
目

す
る
事
と
し
、
本
稿
で
は
元
田
稔
の
履
歴
と
遺
品
リ
ス
ト
を
手
掛

り
と
し
て
若
干
の
設
計
手
法
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

1

建
築
家
元
田
稔
の
略
歴
［
表
i
1
］

　
元
田
稔
は
日
本
聖
公
会
東
京
教
区
初
代
監
督
（
主
教
）
に
な
っ

た
元
田
作
之
進
を
父
親
と
し
て
明
治
三
十
四
年
長
男
と
し
て
生
ま

れ
た
。
父
の
影
響
で
大
正
十
年
に
洗
礼
を
受
け
、
翌
年
に
は
第
六

高
等
学
校
理
科
甲
類
（
岡
山
）
を
卒
業
し
て
旧
東
京
帝
国
大
学
工

学
部
建
築
学
科
に
入
学
し
建
築
家
の
道
へ
と
し
て
出
発
し
た
。

　
当
時
の
建
築
界
は
ド
イ
ツ
で
は
バ
ウ
ハ
ウ
ス
運
動
が
起
こ
り
、

日
本
で
は
分
離
派
建
築
会
が
新
し
い
近
代
建
築
思
想
を
目
指
し
て

い
た
発
展
期
で
あ
っ
た
伍
一
方
明
治
時
代
、
外
人
技
術
者
に
西
洋

建
築
を
学
ん
だ
日
本
人
が
、
西
欧
へ
留
学
の
後
、
帰
国
し
て
自
ら

が
建
築
教
育
に
携
わ
り
、
伊
東
忠
太
、
佐
野
利
器
等
の
黒
本
の
近

代
建
築
初
期
を
撞
つ
た
教
師
陣
に
よ
っ
て
、
元
田
稔
は
建
築
を
学

び
、
そ
の
建
築
手
法
に
は
こ
の
様
な
教
育
的
環
境
で
あ
っ
た
事
か

ら
、
工
学
的
学
問
の
背
景
に
キ
リ
ス
ト
教
思
想
が
影
響
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

　
大
正
十
四
年
卒
業
の
後
東
京
市
、
瑚
崎
市
技
手
、
民
間
の
福
田

建
築
事
務
所
で
設
計
に
従
事
し
、
昭
和
十
三
年
半
ら
は
海
軍
に
十
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元田稔の略歴と人物写真（表一1）

を
置
き
終
戦
を
迎
え
た
。
そ
の
後
公
的
機
関
へ
復
帰
、
同
二
十
五

年
「
元
田
建
築
設
計
事
務
所
」
を
開
設
し
て
本
格
的
に
設
計
活
動

に
入
り
、
同
時
に
建
築
教
育
に
関
与
し
芝
浦
工
業
専
門
学
校
（
早
大

議
に
出
席
し
信
仰
的
に
も
活
躍
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
後
多
く
の
建

築
作
品
を
手
懸
け
て
昭
和
六
十
二
年
八
十
五
歳
の
生
涯
を
終
え
た
。

2

遺
構
資
料
に
つ
い
て

遺
族
か
ら
数
多
く
の
遺

品
が
関
係
者
中
山
敏
雄
氏

を
経
て
筆
者
の
研
究
室
に

寄
贈
さ
れ
、
二
十
数
個
の

ケ
ー
ス
に
は
元
田
稔
の
活

動
経
過
を
示
す
様
に
、
大

学
時
代
の
ノ
ー
ト
、
図
面
、

設
計
経
過
資
料
、
建
築
関

係
文
献
（
一
部
日
大
谷
川

研
究
室
保
管
）
、
写
真
集
ス

ラ
イ
ド
集
ま
た
各
賞
状

等
、
多
岐
に
渡
る
も
の
で

あ
る
。
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@　　　　　　　　　　　’．‘　　　　　　　　　　　　噛

癖
竪
ノ
f
．
1

・’

ﾉ1覇母
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旧東京帝国時代の学修簿（T14年3月〉（図一1）
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学
）
、
日
本
大
学
に
席
を
置
き
、
ま
た
世
界
各
国
の
建
築
視
察
等
、
後

進
の
指
導
に
も
活
躍
し
た
。
ま
た
同
二
十
九
年
の
世
界
聖
公
会
会



　
［
旧
東
京
帝
国
大
学
で
の
成
績
表
と
講
義
ノ
ー
ト
］
大
正
末
期
に

学
ん
だ
時
の
学
修
簿
（
図
1
1
）
が
残
さ
れ
て
い
て
、
そ
の
内
容

を
見
る
と
各
講
座
が
並
び
、
担
当
教
授
名
と
履
修
記
録
が
記
載
さ

れ
て
い
て
、
こ
の
謹
聴
に
よ
っ
て
科
目
受
験
資
格
が
与
え
ら
れ
て

い
た
。
履
修
科
目
で
注
閉
さ
れ
る
の
は
電
気
関
係
、
地
震
工
学
ま

た
文
学
部
專
門
科
輿
等
の
広
い
分
野
で
履
修
し
て
い
た
事
が
わ
か

る
。
こ
の
履
修
講
座
に
対
応
し
て
多
く
の
講
義
ノ
ー
ト
が
残
り
（
表

…
2
）
そ
の
内
容
も
多
岐
に
渡
り
、
建
築
閣
版
等
は
講
義
中
に
一

枚
つ
づ
配
布
さ
れ
て
い
た
様
で
、
こ
れ
ら
の
資
料
を
ま
と
め
る
と

興
浜
の
建
築
図
絵
と
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
英
文
や
カ
タ
カ

ナ
、
文
語
体
で
の
筆
記
で
あ
り
、
現
在
口
語
体
文
章
等
に
直
す
作

　
　
　
　
　
　
ハ
エ

業
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
［
建
築
事
務
所
で
の
建
築
作
物
図
無
］
事
務
所
で
の
資
料
は
図
面

あ
る
い
は
建
築
関
係
資
料
が
そ
の
ほ
と
ん
ど
で
、
本
稿
で
は
二

半
建
築
作
品
（
省
略
）
し
と
「
教
会
建
築
作
贔
（
表
1
3
ご
と
大

き
く
二
つ
に
分
類
し
た
。
前
者
で
は
運
輸
会
社
の
社
員
寮
、
公
団

集
合
住
宅
が
多
数
を
締
劫
て
い
る
が
、
最
高
裁
等
の
設
計
競
技
膳

募
作
口
㎜
も
あ
り
、
後
者
の
教
会
建
築
で
は
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教

会
の
聖
公
会
、
教
団
が
中
心
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
は
少
な
い
が

　　Lewl　　　　　　l　l随
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ヨ
　

大
聖
堂
コ
ン
ペ
等
の
図
面
が
保
存
さ
れ
て
い
た
。

　
●
3

関
与
し
た
教
会
建
築
に
つ
い
て

　
教
会
関
係
資
料
（
表
i
3
）
は
、
戦
後
に
関
与
し
た
建
築
活
動

の
も
の
で
あ
り
、
昭
和
二
十
五
年
頃
の
資
料
が
最
も
古
い
。
元
田

が
所
属
す
る
聖
公
会
が
二
十
数
棟
、
教
団
で
は
端
数
棟
で
、
他
教

派
の
教
会
建
築
に
も
関
与
し
て
い
る
。
会
堂
建
築
以
外
で
は
、
司

祭
・
牧
師
館
、
付
属
幼
稚
園
園
舎
、
Y
M
C
A
施
設
に
も
関
与
し
、

岡
山
の
操
山
寮
は
代
表
的
作
晶
と
欝
わ
れ
て
い
る
が
ま
だ
確
認
し

て
い
な
い
。
ま
た
リ
ス
ト
中
の
作
轟
が
全
作
晶
か
ど
う
か
、
あ
る

い
は
現
存
の
有
無
、
に
つ
い
て
は
今
後
の
研
究
で
明
ら
か
に
し
た

い
。　

し
か
し
こ
の
リ
ス
ト
か
ら
元
田
稔
の
教
会
建
築
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
考
察
す
る
と
、
建
築
家
と
し
て
の
出
発
は
軍
国
時
代
で

あ
っ
た
為
戦
前
の
作
昂
が
見
ら
れ
ず
、
恐
ら
く
儒
仰
的
抑
圧
の
中

で
教
会
建
築
に
関
与
す
る
機
会
も
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
キ

リ
ス
ト
教
国
に
敗
北
し
た
臼
本
人
は
西
欧
思
想
を
求
め
て
教
会
に

多
く
の
人
々
が
集
ま
り
、
そ
れ
ま
で
異
国
の
文
化
の
象
微
と
し
て

細
々
と
生
き
て
い
た
教
会
建
築
は
手
狭
と
な
っ
て
改
築
・
新
築
時

∵
…
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∴
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（表一3）関与した教会建築リストとその図飯内容
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代
が
到
来
し
た
。
こ
う
し
た
時
代
の
中
で
元
田
稔
は
、
大
学
で
学

ん
だ
西
欧
建
築
思
想
を
温
存
し
て
い
た
か
の
様
に
、
こ
の
時
代
に

多
く
の
作
品
を
残
し
て
い
る
事
が
リ
ス
ト
か
ら
理
解
で
き
る
。
人

生
で
最
も
力
強
く
信
心
的
に
生
き
た
時
代
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
、
そ
の
後
、
教
会
建
築
設
計
が
減
少
し
始
め
る
と
、
生
活
の
手

段
と
し
て
一
般
の
建
築
に
そ
の
活
動
の
中
心
が
移
り
、
同
時
に
教

育
の
中
で
建
築
思
想
の
継
承
に
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
●
4　

　
つ
い
て

現
存
す
る
一
部
の
教
会
建
築
で
の
建
築
手
法
に

　
現
存
す
る
元
田
の
作
品
で
明
ら
か
に
な
っ
た
教
会
建
築
は
、
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
　

本
基
督
教
団
の
荻
窪
教
会
、
高
井
戸
教
会
で
、
阿
佐
ケ
谷
教
会
は

近
年
新
築
さ
れ
て
い
て
旧
会
堂
の
絵
が
確
認
さ
れ
た
。
日
本
聖
公

会
で
は
大
森
聖
ア
グ
ネ
ス
教
会
、
横
浜
聖
ア
ン
デ
レ
教
会
、
聖
マ

ル
コ
教
会
（
府
中
）
で
、
三
光
教
会
で
は
旧
会
堂
（
写
真
一
）
前

面
増
築
と
な
り
、
佐
ケ
谷
聖
ペ
テ
ロ
教
会
、
小
金
井
聖
公
教
会
（
一

九
入
六
）
は
解
体
さ
れ
て
新
築
会
堂
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
日
本

福
音
ル
ー
テ
ル
教
会
雪
ケ
谷
教
会
も
新
築
（
一
九
九
三
、
写
真
一
）

さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
本
稿
で
は
建
設
初
期
形
態
を
示
す
五
教
会

に
つ
い
て
考
察
す
る
が
、
昭
和

二
十
～
三
十
年
代
木
造
建
築
の

荻
窪
教
会
（
写
真
二
）
、
聖
マ
ル

コ
教
会
、
大
森
聖
ア
グ
ネ
ス
教

会
（
写
真
一
）
、
そ
し
て
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
（
R
C
）
は
高

井
戸
（
写
真
一
）
、
聖
ア
ン
デ
レ

教
会
で
あ
っ
た
。
元
田
の
初
期

作
品
で
あ
る
木
造
建
築
で
の
共

通
点
は
棟
・
軒
を
低
く
押
さ
え

た
形
態
を
教
会
建
築
に
導
入

し
、
ま
た
R
C
の
作
品
は
昭
和

四
十
年
代
の
も
の
で
、
そ
の
共

通
点
は
会
堂
全
体
を
高
く
持
ち

上
げ
、
同
様
に
塔
も
上
昇
性
を

持
っ
て
R
C
造
の
利
点
を
用
い

て
い
て
、
高
井
戸
教
会
の
様
な

打
ち
放
し
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

作
品
は
今
後
注
目
す
べ
き
建
築

N＼、ミ櫻

（写真一2）　日本基督教団荻窪教会の外観と礼拝室（S32年建築〉
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（日本基督教団高井戸教会　S36年建築）

’谷教会新会堂　H5年建築〉　　　　（日本聖公会三光教会旧会堂部分　S　35年建築）

する教会建築外観（注、雪ケ谷教会の現会堂は元田作品ではないが参考として示す）

　（日本福音ルーテル教≦

（写真一1）　元田稔の

で
あ
る
。
内
部
で
は
木
造
、
R
C
造
に
限
ら
ず
講
壇
・
祭
壇
廻
り

に
自
然
光
を
間
接
的
に
取
り
入
れ
た
演
出
が
見
ら
れ
、
ま
た
対
面

形
式
の
採
用
が
多
い
。

お
わ
り
に

　
以
上
遺
品
の
整
理
段
階
で
の
数
棟
の
建
物
調
査
で
は
あ
る
が
、

元
田
稔
の
設
計
手
法
が
若
干
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
木
造
建

築
で
は
会
堂
と
し
て
の
母
屋
の
棟
・
軒
を
低
く
押
さ
え
、
そ
の
存

在
を
誇
示
し
な
い
日
本
の
伝
統
的
手
法
が
見
ら
れ
、
簡
素
な
塔
付

設
に
よ
り
所
在
を
控
え
目
に
示
し
た
デ
ザ
イ
ン
手
法
が
用
い
ら

れ
、
逆
に
R
C
造
で
は
思
い
切
っ
た
上
昇
性
を
も
た
ら
し
、
内
部

で
は
講
壇
廻
り
の
空
間
構
成
に
光
の
演
出
が
見
ら
れ
た
点
で
あ

る
。　

し
か
し
本
稿
で
の
数
例
に
よ
る
特
徴
で
あ
っ
て
、
今
後
こ
の
手

法
を
手
掛
り
と
し
て
、
遺
構
で
あ
る
各
教
会
建
築
に
つ
い
て
調
査

分
析
を
行
い
、
建
築
手
法
と
人
物
像
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。

脚
注

ω
　
本
稿
は
研
究
組
織
　
「
教
会
建
築
」
担
当
の
筆
者
、
「
ノ
ー
ト
研
究
」
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②
）

（3）（4）

担
当
高
崎
格
（
札
幌
工
業
高
校
教
諭
〉
、
コ
般
建
築
」
担
当
の
伊

藤
寛
（
道
都
大
学
教
授
）
、
中
山
敏
雄
（
建
築
説
計
事
務
所
主
宰
・

工
修
）
、
後
藤
俊
之
（
北
海
道
東
海
大
学
非
常
勤
講
師
・
芸
修
）
で

三
年
前
か
ら
実
施
し
て
い
る
研
究
で
あ
り
、
そ
の
一
部
成
果
に

よ
っ
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
建
築
学
会
北
海
道
支
部
研
究
報
告
集
恥
六
八
（
一
九
九
五
）

一
六
五
「
東
京
帝
国
大
学
時
代
の
ノ
ー
ト
か
ら
（
建
築
家
元
田
稔

研
究
　
そ
の
三
）
高
崎
格
　
参
照
。

日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
（
関
東
）
　
一
九
九
一
二

歴
史
意
匠
九
二
｝
一
五
「
建
築
家
元
田
稔
研
究
（
そ
の
～
）
残
さ
れ

た
資
料
（
遺
品
）
に
よ
る
建
築
活
動
へ
の
考
察
」
中
山
敏
雄
他
　
参

照
。日
本
建
築
学
会
大
会
学
術
講
演
梗
概
集
（
東
海
）
一
九
九
四

歴
史
意
匠
九
一
五
〇
「
日
本
基
督
教
団
荻
窪
教
会
の
教
会
建
築
と

の
関
わ
り
　
建
築
家
元
田
稔
研
究
（
そ
の
二
ご
川
島
洋
～
　
参
照
。
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